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Cisco DNA Assuranceリリース 2.3.3の最新情報
Cisco DNA Assuranceユーザーガイド、リリース 2.3.3.5および 2.3.3.0に記載された新機能と機
能変更の概要を次の表に示します。

表 1 : Cisco DNAアシュアランスリリース 2.3.3.5の新機能および機能変更

説明機能

AI RFシミュレータを使用して、現在の RFプロファイル構成への変更をシミュ
レートし、[Enhanced RRM]ダッシュボードの拡張 RRMダッシュレットに対して
予測される結果を視覚化できます。

拡張 RRMダッシュボードを使用した RFネットワークの表示を参照してくださ
い。

RFシミュレータ

クライアントの正常性サマリーでは、ワイヤレスクライアントのトレンドビュー

が強化されています。放射状棒チャートは、オンボーディングに失敗したクライ

アントの分布と、オンボーディング失敗の理由を示します。

すべてのクライアントデバイスの健全性のモニターとトラブルシューティングを

参照してください。

クライアントダッシュボードのワ

イヤレスクライアントのトレンド

ビューの機能強化
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表 2 : Cisco DNAアシュアランスリリース 2.3.3.0の新機能および機能変更

説明機能

Cisco AI Network Analyticsは、次の機能のために 6 GHz RFをサポートします。

•ネットワークヒートマップ

• APパフォーマンスアドバイザリ

•トレンド偏差（インサイト）

• AP RF統計

• APスペクトラム解析

ネットワークヒートマップ内アクセスポイントの比較、ワイヤレスアクセスポイ

ントのパフォーマンスアドバイザリを表示する、ネットワークトレンドの表示と

インサイトの取得、および RF統計情報の表示とアクセスポイントのスペクトル
解析データの管理を参照してください。

Cisco AI Network Analytics：6 GHz
無線サポート

APの問題に新しい Radio Downの問題が追加されました。Radio Downの問題は、
無線がダウンするとトリガーされます。サポートされている無線周波数は、2
GHz、5 GHz、および 6 GHzです。

アクセスポイントの問題を参照してください。

新しい AP Radio Downの問題

[Device 360]ウィンドウの [Mesh]タブにメッシュ AP情報を表示できます。

デバイスの健全性のモニターとトラブルシューティングを参照してください。

APメッシュ：[Device 360]ウィン
ドウに追加された情報

[AP 360]ウィンドウの [RF]タブの [Detail Information]で、[Traffic Utilization]とい
う新しいグラフを表示できます。このチャートには、受信（Rx）および送信（Tx）
トラフィック使用率の情報が含まれています。さらに、Rxおよび Txトラフィッ
ク使用率情報が [Channel Utilization]チャートに追加されました。

デバイスの健全性のモニターとトラブルシューティングを参照してください。

新しい AP無線トラフィック使用
率チャート

[デバイス 360]ウィンドウでは、次の追加の KPIによって AP無線を比較できま
す。

•トラフィック使用率

• Txトラフィック使用率

• Rxトラフィック使用率

デバイスの健全性のモニターとトラブルシューティングを参照してください。

[AP Radio Comparison View]に追加
された追加の AP無線チャネル使
用率メトリック

パストレースの結果には、ACL、トンネリング、およびキューの平均処理遅延、
およびパケットドロップ決定の理由が含まれます。

パストレースの実行を参照してください。

パストレースの拡張機能
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説明機能

SD-Access健全性ダッシュボードで、トランジットネットワークとピアネットワー
クの健全性を監視できます。

トランジットおよびピアネットワークの正常性の監視を参照してください。

Cisco SD-Access：ランジットネッ
トワークとピアネットワーク

ネットワークヒートマップは、次のローミング KPIをサポートしています。

•正常な着信ローミングイベント

•正常な発信ローミングイベント

•着信ローミングイベントの合計

ネットワークヒートマップ内アクセスポイントの比較を参照してください。

Cisco AI Network Analytics：ネット
ワークヒートマップのローミング
KPI

ピア比較では、次の KPIがサポートされています。

•オンボーディングエラーソース：ネットワーク内のオンボーディングエラー
ソースをピアのオンボーディングエラーソースと比較します

•ローミングエラーソース：ネットワークのローミングエラーソースをピアの
ローミングエラーソースと比較します

KPI値をネットワーク内のピアと比較を参照してください。

Cisco AI Network Analytics：ピア比
較 KPI

[Client 360]ウィンドウの [Detail Information]に、[Intel Connectivity Analytics]タブ
が新たに追加されました。このタブは、Intelワイヤレスアダプターでサポートさ
れているデバイスでのみ使用できます。

クライアントデバイスの健全性のモニターとトラブルシューティングを参照して

ください。

Intel分析のサポート

アシュアランス [Client]ダッシュボードの [ClientDevices]ダッシュレットには、ク
ライアントを追跡し、ネットワークで検出されたときにクライアントに通知でき

る [Tracked Client]が含まれています。

すべてのクライアントデバイスの健全性のモニターとトラブルシューティングを

参照してください。

クライアントダッシュボードの強

化

[SD-AccessHealth]で、ファブリックサイトにおける [LISP]と [Pub/Sub]のセッショ
ンの監視がサポートされます。これらのKPIは、ファブリックサイト、SD-Access
トランジット、トランジットコントロールプレーン、およびデバイスの正常性の

計算に含まれています。

ファブリックサイトの正常性の監視、仮想ネットワークの正常性の監視、トラン

ジットおよびピアネットワークの正常性の監視、およびデバイスの健全性のモニ

ターとトラブルシューティングを参照してください。

Cisco SD-Access：LISPと Pub/Sub
セッション

新機能および変更された機能に関する情報

3

新機能および変更された機能に関する情報

Cisco DNA Assuranceリリース 2.3.3の最新情報

b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter11.pdf#nameddest=unique_13
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter19.pdf#nameddest=unique_6
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter19.pdf#nameddest=unique_14
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter8.pdf#nameddest=unique_15
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter8.pdf#nameddest=unique_5
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter11.pdf#nameddest=unique_16
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter11.pdf#nameddest=unique_17
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter11.pdf#nameddest=unique_13
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter11.pdf#nameddest=unique_13
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter7.pdf#nameddest=unique_11
b_cisco_dna_assurance_2_3_3_ug_chapter7.pdf#nameddest=unique_11


説明機能

このリリース以前は、イベントは [Device]ウィンドウにのみ表示されていました。
現在、[Events]ダッシュボードは、デバイスイベントのよりコンテキストに応じた
ビューを提供します。イベントに関連する他のデバイスに接続されているデバイ

スによってトリガーされたイベントを検索する代わりに、アシュアランスがこれ

らの詳細を提供します。

イベントの表示と管理を参照してください。

デバイスのイベント
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


